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── Facebook を中心として──
台湾の政治とソーシャルメディアに関する研究
問題の所在
　₂₀₁₀年から₂₀₁₂年にかけてアラブ世界で発生し
た「アラブの春」と呼ばれる一連の運動や騒乱は，
アラブ世界を大きく変貌させた．それ以降，ソー
シャルメディアの社会や政治での役割が全世界で
大きく注目されている．
　情報科学の進歩とともに，₂₁世紀の台湾でも，
インターネットの役割が段々拡大していった．特
にソーシャルメディアの運用は，近年一連の社会
運動の中心になった．₂₀₁₄年台湾では，「太陽花
学運（ヒマワリ学運）」という台湾においては過
去最大の学生運動が行われた．運動のきっかけに
なったのは「両岸サービス協定」に関する審議で
発生した「₃₀秒成立事件」である．₃ 月₁₈日の夜
₉ 時前後，百名以上の抗議参加者がガラス窓を破
壊し，立法院の中に突入し，占拠した．この中華
民国歴史上初の議院占拠により，「ヒマワリ学運」
は始まった．₄ 月₁₀日の撤退まで₂₃日間続いた
「ヒマワリ学運」は，全世界の注目を集めること
に成功し，政府側に大きな圧力を掛けた．運動の
結果，立法院院長王金平は学生たちの要求に応
じ，「両岸協議監督条例」が法制化されるまで，
「両岸サービス貿易協定」の審議を行わないと表
明した．
　「ヒマワリ学運」の一つの特徴は，ソーシャル
メディアを最大限まで活用したことである．今回
の運動は uStream と YouTube を利用し，立法
院内の生中継も実現した．最初に中継を実現した
のはハンドルネーム「Longson」という占拠参加
者と彼の友人たちであり，利用した設備も ₁ 台の
iPad だけであった．この中継をはじめ，活動参
加者たちは台北立法院で発生したことをネット空
間で拡散し，台湾だけではなく，海外の注目も集
めようとした．
　「ヒマワリ学運」のエネルギーは ₄ 月₁₀日の撤
退後も続いている．₂₀₁₄年 ₄ 月以降，数多くの団
体が結成，再編し，多様な活動を展開している．
新団体中で特に注目されているのは，「島國前進
（島国前進）」と「割闌尾計畫（虫垂切除計画）」
である．
　先行研究は，主に以下の三つに分類することが
できる．
　第一に「アラブの春」を中心として，SNS の
影響力の向上に関する研究である．
　第二に，₂₀₀₈年米国大統領選でのオバマ陣営を
はじめ，欧米における政治家の SNS 利用に関す
る研究である．
　第三に，台湾の₂₀₁₂年の大統領選を中心とした，
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SNS の台湾選挙への影響に関する研究である．
「割闌尾計劃」と「蔡正元罷免」
　Ⅰ．研究目的・背景
　「ヒマワリ学運」後の₂₀₁₄年 ₅ 月，「割闌尾計畫
（虫垂切除計画）」は国民党籍立法委員蔡正元，林
鴻池と吳育昇三人を罷免対象とし，本格的に
Facebook上で活動を開始した．「虫垂切除計画」
の活動は全台湾社会に注目され，特に台北市立法
委員蔡正元に対する罷免運動は，最終の罷免投票
段階に突入した．その結果，投票率₅₀% 未満で
罷免は失敗したが， ₉₄年以降一番成功した立法委
員レベルの罷免運動になった．
　Ⅱ．研 究 方 法
　 ₁  ．₂₀₁₅年 ₁ 月 ₁ 日 ₀ 時から₂₀₁₅年 ₂ 月₁₄日₁₇
時罷免選挙終了まで，「虫垂切除計画」すべ
ての投稿を収集，分類した．投稿に対する「い
いね！」，コメント，シェアの数をまとめ，
分析を行う．
　 ₂  ．₂₀₀₀年第一次政権交代後，蔡正元所属の台
北市第四選挙区の歴代立法委員選挙のデータ
を収集し，政党別に分析を行う．
　 ₃  ．₉₄年以降台湾における罷免運動の比較を行
い，蔡正元罷免運動のモデル化を試みる．
SNS世論と選挙
　Ⅰ．研究目的・背景
　₂₀₁₂年 ₇ 月時点で台湾のネットユーザーの
₉₆.₄%，約₁₁₃₄万人がソーシャルメディアを利用
している．その中で一番人気があるのは年齢層に
かかわらず愛用される Facebook である．ソー
シャルメディア利用者の₉₉.₃％は Facebook のア
カウントを持っており，台湾 SNS の筆頭とも言
える（創市際市場研究顧問 ₂₀₁₂）．
　アメリカの₂₀₀₈年大統領選でも SNS の影響力
は注目され，「Facebook 選挙」と呼ばれたこと
もある（Johnson and Perlmutter ₂₀₁₀）．そこで，
台湾のこの極めて活発な Facebook 環境を考慮す
ると，政治家の Facebook 運用も当然の結果だと
言える．台湾も同様に，₂₀₁₂年大統領選の候補者
馬英九と蔡英文は共に Facebook 上数十万のファ
ンを持ち，「首投族」と呼ばれた投票権を得たば
かりの若者の争いをはじめ，ネット空間で激しい
競争関係を繰り広げた（王 ₂₀₁₃）．
　そして，₂₀₁₄年₁₁月₂₉日に行われた中華民国地
方公職人員選挙「nine-in-one 選挙」では，この
Facebook における競争は一層激化された．特に，
今回の選挙の中で一番注目された直轄市市長選
「六都選」の候補者たちの間には，Facebook ペー
ジで数十万の「いいね！」を持っている人は何人
もいる．結果として，「六都選」では，同選挙区
候補者の中で，Facebook の一番の人気者たちが
全員当選したことである．
　Ⅱ．研 究 方 法
　₂₀₁₄年直轄市市長選挙「六都選」と₂₀₁₅年立法
委員補充選挙の候補者の中で，得票率 ₅ % 以上
の「主要候補者」のデータを集め，それぞれ研究
対象として「六都組」と「補選組」に分類する．
そのデータに基づき，従属変数を選挙結果，得票
率，得票数と設定し，相関係数を計算する．そし
て，共線性診断の下，変数を選んで，重回帰分析
を行う．その結果を考察し，分析を行う．
結論の要約
　Ⅰ．「割闌尾計劃」と「蔡正元罷免」
　投稿分析の結果，ネット団体の運営にとって現
場の活動が手段として一番効果があることが確認
された．第四選挙区データ分析の結果，国民党を
はじめ青系の得票数は得票率の変動とともに変化
が激しい一方，非青系の得票数は政権交代や投票
率にかかわらず，非常に安定的な票数を出してい
る．「虫垂切除計画」の動員力は高く評価できる
と言えるだろう．
　最後に，「蔡正元罷免運動」のモデル化を試み
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た．まずこのような一連のモデルには必ず背景が
存在する．「蔡正元罷免運動」は「サービス貿易
協定」の「₃₀秒成立事件」がきっかけとなった．
そこで，同じ意見を持つネットユーザー（市民）
が SNS で情報を交流・拡散した．次に，事件に
対する責任者である政治家に対し，ネットユー
ザー（市民）たちがグループを作り，批判，更に
罷免運動を行う．「サービス貿易協定」支持者と
学運学生批判のバンガード蔡正元がこの責任者に
相当する．更に，運動を展開する罷免団体 SNS
の活用で能動的に情報を拡散し運動規模を拡大す
る．そして，ネット空間での活躍がマスコミの注
目を集め，受動的に報道される．そこで，マスコ
ミと SNS の相互増幅関係が成立する．運動賛成
者は運動の存在を知り，高齢者など SNS をあま
り使わない人（市民）も現場活動，罷免署名や罷
免投票を参加することになる．一方，SNS を使
う人（市民）は更にネット区間での運動に参加し，
情報を再拡散する．マスコミと SNS の相互増幅
関係に基づき，図 ₁ のように「蔡正元罷免運動」
モデルが確認できた．
　Ⅱ．SNS 世論と選挙
　相関係数を考察すると，「六都組」ではページ
の「いいね！」数が代表する Facebook 系変数が
「マスコミの世論調査」を超え，「六都選」で最も
影響力が強い変数となった．逆に「補選組」では
「前回政党別得票状況」の強さが地元の政治基盤
の強さを示した．以上の結果に従うと，以下の仮
説が作成できる．「六都選」など注目度の高い選
挙では候補者の Facebook ページでの人気度は，
選挙の結果に関係する．一方，「補充選」など注
目度が低い選挙ではあまり関係しない．
　それを検証するため，回帰分析を行った．その
結果，N の数が極端に少ないので，仮説の採択が
できるとは思わないが，「六都選」の場合 Facebook
の人気度は，一般的に一番信頼された選挙予測手
段であるマスコミの世論調査と同じレベルの影響
力があると思われる．一方，「補充選」の場合地
元の政治基盤が強いものの，ネットの影響も少し
あるかもしれないという程度にとどまる．
　データ分析以外に考察できた事実は以下のよう
である．
・Facebook における人気者の事後情報操作
・ 話題になった台北市長選で勝利した無党籍候補
者柯文哲の Facebook ページに関し，ほかの候
補者より遥かに高いシェア率．
・ 国民党側と比べ，民進党側がより早く Facebook
の重要性を認識した．
・ Facebook ページを運営していない候補者も当
選後運営するようになった．
不足と今後の発展
　本研究はまだ「Facebook の投稿削除」，「N が
少ない」，「研究二の対照組の妥当性」，「データの
証明と読者の検証の難しさ」などいくつかの不足
が残っている．これを克服するため，次の研究を
企画している．
　₂₀₁₆年 ₁ 月₁₆日の「中華民国中央公職人員選
挙」に対し，大統領選の比較研究に加え，立法委
出所：張暁棟（₂₀₁₆）
図 1　蔡正元罷免運動のモデル化
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員選候補者全員の基本データを集め，更に直轄市
と相対的に辺鄙な県という二つの対照組を作り，
具体的なデータを収集する．そして研究二の発展
として研究を続ける予定である．
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